
教材・教具名 「てのひら楽器・ポンポン」   

 

                      所属部署 小学部  

１ 対象となる幼児児童生徒 

  小学部児童（肢体不自由、重度重複） 

 

２ 教材を使用する活動 

  音楽 

 

３ ねらい 

  手で持つのが苦手な児童が無理なく楽器やポンポンを持てるようにし、一人であるい

は教師と一緒に手首や腕を揺らして音を鳴らしたり、ポンポンでダンスしたりして活動

を楽しめるように図る。 

 

教材の使い方 配慮点 

○てのひら楽器 

 児童の指にヘアゴムを通して楽器を持て

るようにし、教師と一緒に腕を動かして鳴ら

す。 

 

 

 

 

 

応用編： 

①親指と人差し指の 2 カ所にヘアゴムを固

定する。 

②Ｒ－１ヨーグルトボトルの両端からゴムベルト

を固定し、てのひらの中に握れるようにする。 

 

○ポンポン 

児童の指にヘアゴムを通してポンポンを

持てるようにし、教師と一緒に腕を動かして

ダンスする。 

○指をヘアゴムに通すときに、引っかからな

いように丁寧にする。 

○てのひらで教材に触れる感触や手で持つ

感覚に慣れるようにする。 

○教師と一緒に腕を動かして、楽器を鳴らし

たり、ポンポンで踊ったりし、活動を楽し

めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てのひら楽器～材料・作り方～ 

子供用ヘアゴム（ダイソー） 

椅子の脚キャップ（ダイソー） 

中身 {Ｒ－１ヨーグルトボトル、鈴 

１．ミニペットボトルに鈴を入れる。 

２．椅子の脚キャップにヘアゴムを縫い付

けて固定する。 

３．椅子の脚キャップにミニペットボトル

を詰める。 

外側 

ポンポン～材料・作り方～ 

子供用ヘアゴム（ダイソー） 

スズランテープ、凧糸、ガムテープ 

１．スズランテープでポンポンを作る。 

２．ヘアゴムを凧糸で結んで連結させる。 

３．ポンポンの持ち手にヘアゴムを凧糸で

固定し、上からガムテープで補強する。 


